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《人ロの動き》　男2，830（一3）女2，871（一9）計5，701（一12）世帯数1，615（一7）

7月1日現在　出生4　死亡1　転入7　転出22人
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農
業
委
員
会
委
員

・蕪選

糞挙各

　
任
期
満
了
に
伴
う
松
代
町
農
業
委

員
会
委
員
一
般
選
挙
が
七
月
七
日
に

告
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
定
数
の
十
名

の
立
候
補
届
出
し
か
な
く
無
投
票
当

選
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　
ま
た
こ
の
他
に
議
会
推
薦
に
よ
る

二
名
、
農
協
推
薦
に
よ
る
一
名
も
決

ま
り
、
新
し
い
委
員
す
べ
て
が
決
ま

り
ま
し
た
。

　
新
し
い
農
業
委
員
会
委
員
は
次
の

方
々
で
す
。
ご
活
躍
を
期
待
い
た
し

ま
す
。
な
お
任
期
は
昭
和
六
十
五
年

七
月
十
九
日
ま
で
の
三
年
間
で
す
。

　
（
ア
イ
ウ
エ
オ
順
・
敬
称
略
）

●
石
田
　
幸
丸

　
（
い
し
だ
・
ゆ
き
ま
る
）

　
苧
島
　
一
二
一
二
番
地

　
農
業
　
五
十
三
歳

●
桑
原
貞
雄
　
　
・

　
（
く
わ
ば
ら
・
さ
だ
お
）

　
桐
山
　
丙
三
八
一
番
地

農
業
　
五
＋
一
歳

10

名
、
推
薦
3
名

　
（
こ
ざ
か
い
・
ひ
さ
よ
し
）

　
儀
明
　
八
三
三
番
地

　
農
業
　
六
＋
歳

●
斉
木
　
真
一

　
（
さ
い
き
・
し
ん
い
ち
）

　
室
野
　
四
三
〇
一
番
地

　
農
業
　
五
十
六
歳

●
高
橋
　
喜
太
郎

　
（
た
か
は
し
・
き
た
ろ
う
）

　
小
荒
戸
　
九
七
〇
番
地

農
業
　
五
＋
八
歳

●
高
橋
　
吉
治

　
（
た
か
は
し
・
よ
し
は
る
）

　
莇
平
　
一
〇
〇
二
～
二
番
地

　
農
業
　
五
十
六
歳

●
宮
沢
　
甲
一

　
（
み
や
ざ
わ
・
こ
う
い
ち
）

　
小
屋
丸
　
一
三
五
九
番
地

　
農
業
　
六
十
三
歳

●
柳
　
　
武

　
（
や
な
ぎ
・
た
け
し
）

松
代
　
三
三
四
二
番
地

農
業
　
五
＋
七
歳

●
山
岸
　
一
正

　
（
や
ま
ぎ
し
・
か
ず
ま
さ
）

　
木
和
田
原
　
七
八
四
番
地

　
農
業
　
五
十
三
歳

●
山
本
慶
一

　
（
や
ま
も
と
・
け
い
い
ち
）

　
犬
伏
　
六
二
七
番
地

　
農
業
　
五
十
二
歳

《
議
会
推
薦
》

●
村
山
寿
平
次

　
（
む
ら
や
ま
・
じ
ゅ
へ
い
じ
）

　
室
野
四
四
三
七
番
地

　
農
業
　
五
十
二
歳

●
山
岸
重
雄

　
（
や
ま
ぎ
し
・
し
げ
お
）

蒲
生
二
五
六
七
番
地

農
業
　
四
＋
九
歳

《
農
協
推
薦
》

●
関
谷
　
正
好

　
（
せ
き
や
・
ま
さ
よ
し
）

　
松
代
二
〇
六
七
番
地

　
団
体
役
員
　
六
十
九
歳

健康は
人間が自分に

贈ることのできる

最高のプレゼント

▼
突
然
病
気
に
な
る

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
自
覚
症
状
が
現
わ
れ
て
は
じ
め
て

病
気
で
あ
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の

健
康
の
と
ら
え
方
は
、
中
高
年
層
に

ガ
ン
や
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど
の
成

人
病
が
増
え
て
い
る
現
在
は
通
用
し

に
く
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
現
代
の
成
人
病
は
健
康
と
病
気
と

の
境
界
が
あ
い
ま
い
で
、
両
者
の
間

に
は
っ
き
り
一
線
を
ひ
く
こ
と
が
で

き
な
い
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
健
康

な
人
が
あ
る
日
突
然
に
発
病
す
る
の

で
は
な
く
、
病
気
を
起
こ
す
原
因
が

長
い
間
に
積
み
重
な
っ
て
、
そ
れ
が

症
状
と
な
っ
て
出
た
の
が
病
気
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

▼
健
康
診
査
は
定
期
的
に

　
今
回
の
健
康
診
査
で
問
題
が
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
来
年
は
「
異
常
な

し
」
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
健
康
診
査

は
定
期
的
に
受
け
、
そ
の
結
果
を
毎

日
の
生
活
習
慣
に
生
か
し
て
こ
そ
意

義
が
あ
り
、
ま
た
、
安
心
も
得
ら
れ

る
の
で
す
．

　
1
・
、
、
，
○
…
．
l

●
○
…
o
l
・
1
0
・
φ
－
・
◆
・
・
○
…
φ
・
・
○
－
・
1
9

　
お
知
ら
せ

　
県
立
十
日
町
病
院
、
新
外
来
棟
工

事
が
竣
工
し
て
引
越
し
の
た
め
、
八

月
一
日
（
土
）
は
全
科
休
診
日
と
な

り
ま
す
。
八
月
三
日
（
月
）
か
ら
外

来
診
療
は
、
新
し
い
外
来
棟
に
て
行

い
ま
す
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
急
患
の
方
は
診
療
い
た
し
ま
す
。
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難
藩

窪

病院開設30周年

地
域
に
根
付
い
た

温
か

　
六
月
二
十
日
ω
松
之
山
温
泉
、
ホ

テ
ル
凌
雲
閣
で
県
立
松
代
病
院
創
立

四
十
周
年
、
病
院
開
設
主
十
周
年
記

念
式
典
が
関
係
者
百
八
名
の
出
席
の

も
と
に
開
催
さ
れ
た
。

　
早
朝
か
ら
の
雨
は
、
草
木
を
一
層

緑
に
し
、
山
々
の
木
々
は
霧
に
見
え

か
く
れ
し
て
い
た
。
会
場
の
玄
関
先

で
は
、
何
年
ぶ
り
か
の
再
会
の
挨
拶

が
つ
づ
く
．

　
「
ふ
き
の
と
う
、
除
雪
す
る
ブ
ル

ド
ー
ザ
の
音
、
自
然
に
ま
か
せ
る
雪

消
え
の
里
、
土
に
頬
ず
り
を
し
た
い

気
持
ち
は
今
も
忘
れ
ま
せ
ん
。

松
代
を
懐
か
し
む
　
山
ロ
愛
正
氏

窪

い
医
療

　
松
代
病
院
は
官
民
一
体
と
な
っ
て

築
か
れ
た
病
院
で
す
。
現
在
は
交
通

の
便
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
が
、
三
十

年
前
は
交
通
不
便
な
山
間
地
で
、
部

落
数
の
多
い
地
域
で
の
医
療
に
対
す

る
知
識
の
乏
し
さ
な
ど
か
ら
医
療
活

動
は
大
変
な
も
の
で
し
た
一
滝
沢
、

桐
山
部
落
に
往
診
に
出
た
時
の
こ
と

な
ど
、
三
十
年
前
の
思
い
出
を
山
口

愛
正
氏
は
懐
か
し
ん
で
語
ら
れ
た
。

　
死
因
の
一
位
を
続
け
る
結
核
の
治

療
の
た
め
、
三
十
六
年
十
二
月
結
核

病
床
十
床
が
増
設
さ
れ
た
。
　
（
五
十

一
年
六
月
一
般
病
棟
に
転
用
）
そ
の

後
、
脳
卒
中
、
が
ん
、
心
臓
病
、
い

わ
ゆ
る
成
人
病
が
急
激
に
増
加
し
、

成
人
病
対
策
樹
立
が
緊
務
の
課
題
と

な
り
ま
し
た
。
現
在
地
域
住
民
の
健

康
保
持
に
あ
る
時
は
、
お
父
さ
ん
の

よ
、
つ
に
、
ま
た
友
達
の
よ
う
に
患
者

に
接
し
、
地
域
医
療
の
充
実
に
関
谷

院
長
始
め
四
十
七
名
の
職
員
の
方
々

が
あ
た
ら
れ
て
い
る
。

　
昭
和
二
十
一
年
八
月
、
松
代
村
有

志
の
運
動
が
実
り
、
日
本
医
療
団
松

代
診
療
所
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。

　
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
県
立
松
代

診
療
所
と
な
り
、
三
十
一
年
七
月
県

立
松
代
病
院
に
昇
格
。
昭
和
五
十
二

年
九
月
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
三
階

建
、
延
面
積
二
四
七
五
㎡
に
改
築
さ

れ
た
。

　
病
院
創
立
四
十
周
年
、
開
設
三
十

年
記
念
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

久しぶりの“顔“に

　　話は尽きない。

犬
伏
保
育
園
“
も
も
組
”
入
園
式

　
七
月
二
日
㈲
犬
伏
保
育
園
の
増
築

工
事
が
完
了
し
、
未
満
児
七
名
が
入

園
し
た
。

　
犬
伏
部
落
の
ほ
ぼ
中
央
か
ら
、
約

二
百
米
ほ
ど
入
っ
た
小
高
い
神
社
の

境
内
に
犬
伏
保
育
園
が
あ
る
。
せ
み

や
鳥
の
声
も
聞
こ
え
、
木
々
は
緑
を

拍手で迎えられる新しい仲間

増
し
て
、
増
築
さ
れ
た
園
舎
を
一
段

と
ひ
き
た
て
て
い
た
。

　
元
気
に
遊
ん
で
下
さ
い
と
の
先
生

の
声
も
そ
こ
そ
こ
に
園
児
た
ち
は
、

木
の
に
お
い
の
す
る
部
屋
へ
と
入
っ

た
。　

国
勢
調
査
に
よ
る
と
こ
の
地
域
は

翻
撒
護

は
、
世
帯
数
は
減
少
し
て
い

る
も
の
の
人
口
は
増
加
し
て

い
る
。

　
地
域
の
方
々
の
要
望
に
よ

り
二
、
五
間
×
四
間
の
増
築

と
な
っ
た
。

　
若
い
お
母
さ
ん
た
ち
が
子

供
た
ち
の
健
康
管
理
の
聞
く

顔
、
十
八
名
の
先
輩
園
児
た

ち
の
顔
が
印
象
的
で
し
た
。

　
今
年
は
十
二
月
下
旬
ま
で

開
園
の
予
定
で
あ
る
。
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松
代
町
の

野

鳥シ
リ
ー
ズ
⑤

　
　
松
　
永

　
夏
鳥
と
し
て
松
代
町
に
渡
来
す
る

こ
の
鳥
を
知
ら
な
い
人
は
な
い
で
し

ょ
・
つ
。

　
カ
ッ
コ
ウ
、
カ
ッ
コ
ウ

と
松
代
で
も
よ
く
声
を
聞
く
鳥
で
、

こ
の
鳥
は
鳴
き
声
が
そ
の
ま
ま
名
称

に
な
っ
た
鳥
で
す
。
松
代
町
に
は
、

五
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け
、
鳴
き

声
が
聞
か
れ
ま
す
。
特
に
低
山
帯
の

林
縁
や
、
二
次
林
、
低
木
の
散
在
す

る
所
、
農
耕
地
周
辺
、
大
き
な
川
の

河
川
敷
内
の
低
木
の
敷
在
す
る
と
こ

ろ
に
よ
く
声
が
聞
か
れ
ま
す
が
、
こ

の
よ
う
な
と
こ
ろ
は
、
托
卵
す
る
鳥

が
棲
ん
で
い
る
か
ら
で
す
。

　
こ
の
鳥
を
分
類
す
る
と
、
ホ
ト
ト

ギ
ス
目
ホ
ト
ト
ギ
ス
科
カ
ッ
コ
ウ
と

分
類
さ
れ
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
科
に
は
、

ホ
ト
ト
ギ
ス
、
カ
ッ
コ
ウ
、
ジ
ュ
ウ

イ
チ
、
ツ
ツ
ド
リ
の
四
種
が
お
り
、

松
代
町
に
は
、
四
種
類
全
部
が
確
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
筆
者
は
、
今
だ
ジ
ュ
ウ
イ
チ
の

声
を
松
代
町
で
は
聞
い
て
い
ま
せ
ん

が
、
松
之
山
町
で
棲
息
し
て
い
る
の

で
松
代
町
で
は
、
ど
こ
か
に
棲
ん
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
力

　
　
　
　
　
　
万
　
　
ッ
コ

カ
　
　
ヵ
ツ
　
ゥ

　
　
　
ツ
　
　
コ
ウ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万

　
　
　
　
　
コ

　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

　
　
　
洗

　
い
る
こ
と
は
ま
ち
が
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　
カ
ッ
コ
ウ
の
特
徴
は
、
な
ん
と
言
っ

　
て
も
鳴
き
声
で
す
が
、
姿
を
見
た
時

　
の
特
徴
は
、
ツ
バ
サ
と
尾
は
、
灰
黒

　
色
で
、
頭
、
胸
、
背
は
灰
色
、
腹
一

　
面
に
黒
い
さ
ざ
な
み
模
様
が
あ
り
、

　
ロ
バ
シ
の
先
端
は
と
が
り
、
少
し
下

　
方
に
曲
が
っ
て
い
ま
す
。
足
指
は
黄

　
色
で
小
さ
く
、
枝
に
止
ま
る
時
は
、

　
前
と
後
に
二
本
つ
つ
に
分
か
れ
ま
す
。

　
目
は
黄
色
、
大
き
さ
は
ハ
ト
位
で
、

　
鳴
い
て
い
る
時
の
様
子
は
、
少
し
ツ

　
バ
サ
を
下
げ
、
尾
を
持
ち
上
げ
て
ゆ

　
っ
く
り
動
か
し
な
が
ら

　
　
カ
ッ
コ
ウ
、
カ
ッ
コ
ウ

　
と
鳴
き
、
時
に
は
、

　
　
ポ
ッ
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ッ
ピ
ッ

　
と
鳴
い
た
り
、
争
う
時
に
は

　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や

　
　
コ
ア
　
コ
ア

　
と
い
う
声
を
出
し
ま
す
。

　
カ
ッ
コ
ウ
は
、
他
の
ホ
ト
ト
ギ
ス
、

　
ジ
ュ
ウ
イ
チ
、
ツ
ツ
ド
リ
と
同
じ
よ

　
う
に
、
自
分
で
は
巣
を
作
ら
ず
に
、

　
モ
ズ
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ

　
な
ど
の
巣
に
卵
を
産
み
、
抱
卵
、
育

　
雛
は
し
ま
せ
ん
。
本
当
に
産
み
っ
ぱ

な
し
で
後
は
知
ら
ん
顔
と
い
う
習
性

を
持
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
習
性
を
托

卵
性
と
い
い
、
ホ
オ
ジ
ロ
、
モ
ズ
、

オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
の
ほ
か
、
ア
オ
ジ
、

ヒ
バ
リ
科
、
セ
キ
レ
イ
科
、
ア
ト
リ

科
の
二
〇
数
種
類
の
鳥
に
托
卵
す
る

こ
と
が
知
ら
れ
、
親
鳥
の
身
体
の
大

き
さ
に
く
ら
べ
、
割
合
小
さ
い
卵
を

産
み
ま
す
。

　
北
蒲
原
の
中
条
町
周
辺
に
伝
わ
る

伝
説
に

　
昔
、
母
と
娘
が
ひ
っ
そ
り
と
暮
し

　
て
い
た
そ
う
で
す
。
本
当
に
可
愛

　
が
っ
て
育
て
て
い
た
娘
の
タ
ッ
コ

　
が
あ
る
日
、
病
で
帰
ら
ぬ
人
と
な

　
っ
て
し
ま
い
、
悲
し
み
の
あ
ま
り

　
母
親
は
一
羽
の
鳥
に
な
っ
て
、
タ

　
ッ
コ
i
、
タ
ッ
コ
ー
、
と
鳴
き
つ

　
づ
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

翻卜・

’遭
灘
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61年度
総事業費

．
∩
∪

松
代
町

　
　
造
林

万円

　　　　’”

疑　庫羅　　　　　
　　　　叫

蒜樵　　　　林
　　　みんなで育薙な緑組

　
第
十
一
回
昭
和
六
十
二
年
度
松
代

町
造
林
組
合
総
会
が
、
去
る
七
月
一

日
役
場
第
一
会
議
室
で
松
代
町
長
並

び
に
上
越
林
業
事
務
所
羽
深
課
長
を

迎
え
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
町
造
林
組
合
は
森
林
組
合
に
代
る

組
織
で
あ
り
、
現
在
組
合
員
百
十
名

で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

合松代小6年菅井登志子

　
総
会
に
お
い
て
昭
和
六
十
一
年
度

事
業
実
績
（
新
植
十
七
㎞
、
保
育
百

九
二
㎞
、
広
葉
樹
林
整
備
二
十
四
㎞

作
業
路
三
百
七
十
m
、
総
事
業
費
三

千
六
十
万
円
）
並
び
に
決
算
が
承
認

さ
れ
、
続
い
て
六
十
二
年
度
事
業
計

画
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
計
画
で
は
新
植
十
三
㎞
、
下
刈
、
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　　町民体育祭競技日程表
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　　　　8月2日　於町民グラウンド
　　　　　　　　　　　　　（雨天の場合は総合体育館）

　　※時間については予定ですので早目に集合してください。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

種　　　　　　　目 組数 時　　　間

喜びも悲しみも幾年月 2 9：30～　9：45

ガンバレ青春 1 9：45～　9：55

ドリブル関所破り 1 9：55～10：00

綱引き競争（予選） 10：00～10：20

一致協力リレー 1 10：20～10：35

幼児レース 1 10：35～10：45

職人スタイル競争 2 10：45～11　：00

障害物リレー 2 11　：00～11　：20

とおちゃん・かあちゃん玉入れ競争 1 11　：20～11　：40

小幅ボール運びリレー 2 11　：40～11　：55

昼　　　　食 11　：55～13：00

アトラクション 13　：00～13：20

買物ゲーム 1 13：20～13　：30

小・中学生400mリレー（女子） 2 13：30～13：40

小・中学生400mリレー（男子） 2 13：40～13：50

イエス・ノーゲーム 13：50～14：10

はしご酒リレー 2 14：10～14：30

綱引き競争（決勝） 14　：30～14：50

体育祭珍道中リレー 2 14：50～15：10

地区対抗リレー（女子） 1 15：10～15：20

地区対抗リレー（男子） 1 15：20～15：30

暑
さ
も
き
び
し
い
時
期
で
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
で

一
日
い
い
汗
を
流
し
楽
し
く
，
過
し
ま
し
ょ
う
！

老若男女を問わず町民が一堂に会し、スポーツを通して健康、体力の

維持増進と親睦をはかり、故里に愛着と生きがいをもち、「健康な明るい

町づくり」をしようと、開催される町民体育祭も8回を数えました。

みなさんのご理解とご協力によげ盛大な体育祭にしましょう。
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そ
し
て
、
も
う
二
度
と
子
供
を
育

　
て
る
の
を
や
め
よ
う
と
い
う
こ
と

　
で
托
卵
性
に
な
っ
た
。

と
い
う
こ
と
で
す
。

　
カ
ッ
コ
ウ
は
、
一
巣
に
一
卵
を
托

卵
し
、
卵
は
灰
白
色
、
又
は
青
味
が

か
っ
た
灰
白
色
地
に
淡
褐
色
と
紫
褐

色
、
灰
褐
色
、
黒
褐
色
な
ど
の
色
か

ら
な
る
小
斑
と
曲
線
と
が
あ
る
卵
を

生
み
ま
す
。

　
最
近
と
い
っ
て
も
、
四
年
位
前
と

思
い
ま
す
が
、
長
野
県
の
千
曲
川
沿

い
で
は
、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
に
托
卵
し

て
い
た
カ
ッ
コ
ウ
が
、
カ
ラ
ス
の
仲

間
の
オ
ナ
ガ
に
托
卵
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
研
究
し
た

と
こ
ろ
、
オ
オ
ヨ
シ
キ
リ
の
警
戒
心

が
強
く
、
仮
親
と
し
て
オ
オ
ヨ
シ
キ

リ
に
托
卵
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な

り
、
オ
ナ
ガ
に
托
卵
す
る
よ
う
に
な

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
オ
オ
ヨ
シ

キ
リ
も
、
頭
が
よ
く
な
っ
た
の
か
、

そ
れ
と
も
、
進
化
の
一
つ
（
？
）
か

と
思
い
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
報
道
を
見

た
記
憶
が
あ
り
ま
す
が
、
鳥
の
習
性

を
知
る
と
お
も
し
ろ
い
も
の
で
す
。

　
仮
親
の
巣
に
托
卵
さ
れ
た
、
カ
ッ

コ
ウ
の
卵
は
、
仮
親
の
卵
よ
り
早
く

一
〇
～
一
二
日
で
卿
化
し
、
雛
は
、

す
ぐ
巣
の
中
の
仮
親
が
生
ん
だ
卵
を

背
に
負
い
巣
の
外
に
落
し
て
、
巣
を

独
占
し
、
仮
親
の
愛
を
一
身
に
受
け

て
育
ち
、
二
〇
～
二
三
日
で
仮
親
よ

り
大
き
く
な
っ
て
、
巣
立
つ
の
で
す
。

本
県
の
下
越
地
方
に
、
カ
ッ
コ
ウ
の

よ
う
に
な
る
な
、
と
い
う
言
葉
が
あ

る
そ
う
で
す
が
、
育
て
ら
れ
た
恩
を

わ
す
れ
る
な
と
い
う
意
味
で
、
人
間

に
も
言
わ
れ
る
こ
と
で
、
人
か
ら
受

け
た
恩
を
わ
す
れ
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
と
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
方
言
に
は
、
タ
ッ
コ
ウ
ド
リ
、
サ

ツ
キ
ド
リ
、
カ
ッ
コ
ド
リ
な
ど
が
あ

り
上
越
地
方
に
は
、
マ
メ
マ
キ
ド
リ

i灘、縮ii蕗灘ll鎌薗饗擁……ll：撰勤碍勤言塔脅幣あ雛翻墓

illl編醸鰭樂1灘lil鵜噛認桑鳥蜜讐言
i麟黙　ll癖ll…il　iiミlll謙鑓喜藤奎蓑誘あ麟猛報
畢，1、、1∴li欄，，i卜il、1恥，品16卜lilli繍1二1磁ii轟ll紬紬li晶蹴踊1まっ戸の習る　て　べで
　　　　　　　　　　　駄〔鯛鰍帽、勝』、網邸”、襯M帽酔昂鯛醗』鰍彫〔伽8聯戯㎜〔伽象吻、酬塀帰撒納鞭〔聯〔鯛働雅昂瀞〔卿〔“聯鼻伽戯聯』脇8・伽〔伽’・齢』

　　造林事業費及び補助金（1町歩当り）の造　 ＿した費除　　　　　　　　　　　　　　　　普町組林植監監理理副組まりま＿間　　　　　（昭和61年実績）　　　　　及で合組林　　　　組合し’た千伐
　　　　　　　　　　　　　、＿　　をは事合’事事事事合長た次’百等1．植林　　　　　　　　単位：千円　什・捲へ駄　　　　冨琿・の本万俣

除
間
伐
等
保
育
二
百
四
㎞
、
総
事
業

費
二
千
百
万
円
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
年
度
は
役
員
改
選
に
あ

た
り
、
次
の
と
お
り
新
役
員
が
決
定

し
ま
し
た
。

監監理理副組
　　　　組合
事事事事合長
　　　　長理
　　　　理事
　　　　事

秋
山
　
利
作

宮
沢
　
庄
以

米
持
義
一

宮
沢
義
孝

武
田
雄
一
郎

山
賀
　
啓
司

植
林
、
林
の
手
入
れ
は
、
松
代
町

斜
造
林
組
合
へ

　
　
組
合
事
務
局
は
、
産
業
課
林
業
係

奪
聖
’
聖
’
』
藝
’
り
馨
蓼
’
聖
’
り
彗
り
§
’
り
奪
り
奪
聖
’
』
奪
’
聖
’
婁
’
』
≦
’
り
奪
聖
’
，
藝
睾
∫
〕
馨
り
奪
唾
§
り
馨
聖
～
』
藝
’
』
奪
’
婁
’
り
馨
り
馨
霧
唖
華
’
』
§
’
』
§
’
り
き
り
馨
睾
’
り
馨
り
馨
聖
・
賑

　
軟
式
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

日
時
毎
週
火
曜
日

　
　
　
　
午
後
8
時
～
午
後
1
0
時

場
所
　
総
合
体
育
館

　
ラ
ケ
ッ
ト
は
多
少
用
意
が
あ
り
ま

す
の
で
、
気
軽
に
参
加
下
さ
い
。
初

心
者
は
、
特
に
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

　
希
望
者
は
、
役
場
事
務
局
高
橋
又

は
、
火
曜
日
に
体
育
館
へ
お
出
下
さ

い
。

　
町
で
は
、
植
林
に
よ
り
広
く
造
林

の
普
及
を
は
か
り
、
あ
わ
せ
て
治
山

　
　
　
円

　
　
　
千

造林者
種別

雑木林
草生地

（多）

草生地
（少）

転作水田

　杉

2，500本

植　付

個　人 補助金 240 145 130 175

造林組合 事業費 600 430 400 520

委　託 補助金 330 225 205 260

治
水
等
自
然
の
保
全
の
た
め
収
益
を

分
け
合
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
部
落

有
、
個
人
有
の
山
林
に
団
地
（
三
～

十
㎞
）
の
造
林
事
業
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

　
貴
重
な
土
地
を
有
効
に
活
用
す
る

た
め
に
も
、
あ
な
た
の
、
部
落
の
荒

廃
を
緑
豊
か
な
山
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
良
質
木
を
育
成
す
る
に
は
保
育
（

下
刈
、
枝
打
、
除
間
伐
等
）
が
大
切

で
す
。
今
一
度
林
を
見
て
手
入
れ
を

し
ま
し
ょ
う
。

　
植
林
、
保
育
に
は
、
補
助
制
度
が

あ
り
ま
す
。
団
地
造
林
、
造
林
組
合

へ
の
申
込
等
と
合
せ
て
産
業
課
林
業

係
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

2．保育（森林施業計画区域で造林組合に委託の場合）

事業種 林　令 事　業　費 補　助　金

下　　刈 2～6年 60，000円 53，000円

枝　　打 11～25年 45，000～70，000円 33，000円

除間伐 11～30年 70，000～150，000円 60，000円

※植林、保育ともそれぞれの山林により、事業費・補助金が違いま

　すので係にご相談願います。
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国民年金に

加入しましょう

　
新
し
い
年
金
制
度
で
は
、
国
民
年

金
に
加
入
す
る
人
の
範
囲
が
広
げ
ら

れ
、
二
十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
の
日

本
に
住
ん
で
い
る
人
全
員
が
、
加
入

す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
学
生
、
老
齢
（
退
職
）

年
金
受
給
者
は
除
か
れ
ま
す
。

　
国
民
年
金
の
被
保
険
者
は
、
次
の

三
種
類
に
な
り
ま
す
。

H
第
一
号
被
保
険
者
と
な
る
人

イ
、
農
業
、
自
営
業
、
自
由
業
の
人

ロ
、
地
方
議
会
議
員
お
よ
び
そ
の
配

　
偶
者

ハ
、
障
害
年
金
受
給
者
お
よ
び
そ
の

配
偶
者

二
、
遺
族
年
金
受
給
者

ホ
、
老
齢
（
退
職
）
年
金
受
給
者
の

配
偶
者

　
た
だ
し
、
ロ
～
ホ
に
該
当
す
る
人

　
で
も
、
厚
生
年
金
、
共
済
組
合
に

　
加
入
し
て
い
る
人
は
、
第
二
号
被

　
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

⇔
第
二
号
被
保
険
者
と
な
る
人

　
会
社
や
官
公
庁
に
勤
め
て
お
り
、

　
厚
生
年
金
及
び
共
済
組
合
に
加
入

　
し
て
い
る
人

国
第
三
号
被
保
険
者
と
な
る
人

　
厚
生
年
金
及
び
共
済
組
合
に
加
入

　
し
て
い
る
人
に
扶
養
さ
れ
て
い
る

　
配
偶
者

　
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て

い
な
い
人
は
、
役
場
の
年
金
係
で
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
。
（
第
二
号
被
保

険
者
は
届
出
不
要
で
す
）

　
国
民
年
金
の
老
齢
基
礎
年
金
を
受

給
す
る
に
は
、
昭
和
三
十
六
年
四
月

塑
磁

　
　
　
　
　
　
ぐ

。
　
　
ノ
　
　
●
●

　
　
♂
　
　
　
　
駄

　
　
鴨
　
　
ヤ

第1号被保険者
o国民年金の保険料を

　納める。

以
降
二
十
五
年
以
上
の
資
格
期
間
が

必
要
で
す
。

　
　
資
格
期
間

①
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加
入
期

　
間

②
国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
済
期
間

　
と
免
除
を
受
け
た
期
間

③
合
算
対
象
期
間

※
合
算
対
象
期
間
は
、
昭
和
三
十
六

年
四
月
か
ら
昭
和
六
十
一
年
三
月
（
二

十
歳
以
上
六
十
歳
未
満
）
ま
で
の
次

の
期
間
を
言
い
ま
す
が
、
こ
の
期
間

は
、
資
格
期
問
と
し
て
み
る
だ
け
で
、

年
金
額
を
計
算
す
る
場
合
は
除
か
れ

ま
す
。

ω
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

　
て
い
た
人
の
配
偶
者
で
、
国
民
年

　
金
に
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

ω
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加
入
し

　
た
、
二
十
歳
未
満
と
六
十
歳
以
後

第2号被保険者

創…・緬

第3号被保険者
o配偶者が加入してい

　る年金制度から保険

　料をまとめて納める

　ので本人は負担しな

　いでよい。

　
の
期
間

個
学
生
で
国
民
年
金
に
加
入
し
な
か

　
っ
た
期
間

ゆ
前
述
の
第
一
号
被
保
険
者
と
な
る

　
人
の
ハ
、
二
、
ホ
に
該
当
す
る
た

　
め
国
民
年
金
に
加
入
し
な
か
っ
た

　
期
間

　
加
入
手
続
き
が
遅
れ
ま
す
と
二
十

五
年
以
上
の
資
格
期
間
を
満
た
せ
な

く
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
加

入
さ
れ
て
い
な
い
人
は
早
め
に
手
続

き
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

いまあなたは未知の世界へ

　　Oツフタイム・スリ

（
利
用
料
金
）

施設の名称 単位 使用料 備　　考

休
憩
展
望
台

一　　階 4時間 700 超過使用料
1時間に

つき100円
二　　階 〃 1，000

三　　階 〃 700

テ
ン
ト

6人用 1張 1，000

8人用 〃 1，200

持込料 〃 300

環境衛生協力費1人1日につき100円
ス　　ノ　　コ 1枚 25

貸テント使

用者は無料
寝　　　　旦
　　　　　免

1枚 100

ラ　　ン　　フ 1個 50

薪 炊事用 1束 200
ファイヤー用 1式 2，000
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幽
暴
騙
幽
蜀
踊
魔
箋
騰
騙
晒
器
唖
麗
蜀
甥
臨

十
二
神
社
に
つ
い
て

　
　
新
潟
薬
科
大
学
名
誉
教
授

　
　
　
　
　
　
中
村
辛
　
一

●
松
代
の
十
二
神
社

　
松
代
町
で
は
十
二
神
社
の
数
が
十

八
社
で
松
苧
神
社
よ
り
多
く
、
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
今
号
も
連
載
し
ま
す
。

　
　
　
し
ゅ
う
ご
う

　
神
仏
習
合
の
廃
止
　
明
治
初
年
政

府
は
、
そ
れ
ま
で
神
仏
習
合
で
あ
っ

た
神
社
か
ら
仏
教
色
を
除
去
す
る
た

め
、
担
当
役
人
を
お
い
て
民
衆
の
指

導
に
あ
た
ら
せ
ま
す
が
、
そ
の
際
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
ん
そ
う

新
潟
県
の
社
祠
方
だ
っ
た
小
池
厳
藻

は
、
蒲
原
、
岩
船
方
面
を
回
り
、
野

　
　
　
ま
　
お
ろ
し

潟
村
、
馬
下
村
（
現
村
上
市
）
の
十

二
神
社
や
十
二
天
村
（
中
条
町
）
の

十
二
天
社
に
つ
い
て
、
こ
れ
ら
は
薬

師
十
二
神
将
を
祀
っ
て
い
る
だ
ろ
う

か
ら
、
本
元
に
復
し
て
二
所
社
と
改

称
し
、
鷲
臣
爺
（
大
国
主
）
、
饗
喫
魯

の
二
神
を
祀
る
の
が
よ
い
、
と
指
導

し
て
い
ま
す
。
（
鯛
諾
肛
）
「
神
社
廻
見

記
録
」祭

神
は
後
世
神
道
家
の
作
り
も
の

　
右
の
よ
う
に
十
二
神
社
の
祭
神
は

一
定
せ
ず
、
な
か
に
は
明
治
維
新
の

神
仏
習
合
廃
止
の
と
き
決
め
ら
れ
た

の
が
相
当
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
も
と
も
と
古
代
人
は
、
自
然
界
に

　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ふ
　
　
　
そ
ん
す
う

宿
る
神
秘
的
な
力
を
畏
怖
し
尊
崇
し

　
　
　
　
　
　
　
や
お
よ
ろ
ず

ま
し
た
。
こ
こ
に
八
百
万
の
神
が
存

在
し
た
わ
け
で
、
特
定
の
人
格
神
（
人

間
の
よ
う
な
意
識
・
感
情
を
も
っ
た

神
）
な
ど
考
え
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
　
　
つ
み
の
か
み
　
　
　
　
　
く
に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

　
大
山
砥
神
と
か
国
常
立
尊
と
か
は

古
事
記
・
日
本
書
紀
に
出
て
く
る
神

で
、
こ
れ
を
十
二
神
社
の
祭
神
と
し

　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

た
の
は
後
世
の
神
道
家
な
ど
の
作
り

ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

出
し
た
も
の
で
す
。

　
山
に
宿
る
神
　
山
に
は
水
の
源
が

あ
り
、
草
木
が
繁
り
、
鳥
獣
が
棲
み
、

山
の
幸
を
恵
ん
で
く
れ
る
だ
け
で
な

く
、
山
野
を
開
拓
す
れ
ば
豊
か
な
食

糧
が
得
ら
れ
る
し
、
山
は
林
業
、
狩

猟
、
農
業
、
と
き
に
は
鉱
業
の
場
所

と
し
て
、
人
間
生
活
の
生
産
基
盤
で

す
。
山
か
ら
流
れ
る
水
は
平
場
地
帯

の
農
耕
を
可
能
に
し
て
く
れ
ま
す
か

ら
、
山
は
平
場
の
農
民
に
と
っ
て
も

生
活
の
根
源
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
だ

　
山
の
神
は
春
に
は
里
に
降
っ
て
田

の
神
と
な
り
、
秋
収
獲
が
終
わ
る
と

山
に
帰
る
と
信
ぜ
ら
れ
て
い
た
の
も
、

神
の
本
拠
は
山
だ
と
思
わ
れ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

た
め
で
し
ょ
う
。
山
ま
た
は
山
霊
が

ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

神
と
し
て
仰
が
れ
た
の
も
当
然
と
い

え
ま
す
。

　
十
二
神
の
名
称
　
十
二
神
社
と
昔

か
ら
い
わ
れ
る
こ
の
神
が
、
一
年
に

，
十
二
人
の
子
を
産
む
か
ら
だ
と
の
俗

説
（
岩
手
県
で
）
も
、
山
が
旺
盛
な

生
産
力
を
持
っ
て
い
る
こ
と
に
由
来

す
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
そ
れ
で
は

十
二
神
、
十
二
所
の
「
十
二
」
は
何

に
も
と
ず
く
も
の
で
し
ょ
う
。

●
熊
野
信
仰
の
伝
播

　
熊
野
神
社
　
大
勢
の
み
な
さ
ん
が

ご
存
知
の
和
歌
山
県
熊
野
神
社
は
本

宮
、
新
宮
、
那
智
の
総
称
で
、
熊
野

三
山
、
熊
野
三
社
ま
た
は
熊
野
三
所

権
現
と
い
わ
れ
、
の
ち
さ
ら
に
九
所

の
神
を
加
え
た
こ
と
か
ら
十
二
所
権

現
あ
る
い
は
単
に
十
二
社
、
十
二
所

と
も
呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
平
安
時
代
に
は
神
仏
習
合
が
体
系

化
さ
れ
、
三
所
権
現
の
神
仏
は
次
頁

の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
態
野
信
仰
の
広
が
り
　
熊
野
信
仰

が
盛
ん
に
な
る
の
は
京
都
の
貴
族
た

ち
が
多
く
参
詣
し
た
平
安
後
期
で
、

そ
の
後
武
家
の
間
に
も
及
び
、
南
北

交
通
警
察
官
手
記
集

「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
．
た
だ
い
ま
」
⑦

「
孫
の
死
が
親
子
の
断
絶
に
」

　
今
日
は
春
日
和
、
一
人
の
老
婆
は
、

孫
に
せ
が
ま
れ
、
い
つ
も
の
時
間
に

列
車
を
見
よ
う
と
坂
道
を
下
る
。
曲

っ
た
腰
を
地
に
接
す
る
格
好
で
孫
の

手
を
引
く
姿
は
子
守
り
す
る
と
い
う

よ
り
、
は
し
ゃ
ぎ
頃
の
二
歳
の
孫
に

付
き
添
わ
れ
て
歩
い
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。
事
故
は
坂
を
下
り
た
警
報
機

付
き
の
踏
切
で
起
き
た
。
老
婆
が
目

を
放
し
た
一
瞬
の
ス
キ
に
、
孫
は
踏

切
警
報
機
の
音
を
気
に
も
と
め
ず
踏

切
に
入
っ
た
。
そ
の
直
後
、
列
車
の

ご
う
お
ん

轟
音
に
吸
い
こ
ま
れ
、
姿
は
消
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
さ
よ
う

し
ま
っ
た
。
老
婆
は
驚
が
く
の
あ
ま

り
、
腰
が
技
け
、
あ
然
と
し
て
動
け

な
い
。
そ
の
頃
、
私
は
昼
食
を
と
ろ

う
と
し
た
矢
先
で
あ
っ
た
。
直
ち
に

同
僚
と
臨
場
、
現
場
は
、
○
△
踏
切

で
、
列
車
の
通
過
数
は
多
い
。
踏
切
か

ら
数
十
メ
ー
ト
ル
先
の
線
路
上
に
は
、

こ
ど
も
の
身
体
が
四
方
に
分
散
し
て

い
る
。
も
し
衣
類
が
な
け
れ
ば
人
間

と
は
判
別
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
幼

児
の
顔
は
大
き
な
目
を
開
き
、
無
邪

気
な
が
ら
も
、
わ
び
し
い
顔
で
こ
ち

ら
を
向
い
て
無
言
で
何
か
を
呼
び
か

け
よ
う
と
し
て
い
る
。
何
ん
と
無
残

な
姿
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
ま
さ
に

「
地
獄
の
縮
図
」
で
あ
っ
た
。
　
一
般

に
踏
切
事
故
は
頭
部
等
も
紛
砕
し
、

男
女
の
区
別
も
で
き
な
い
程
に
な
る

が
、
こ
の
幼
児
の
顔
面
は
無
傷
で
あ

っ
た
。
無
意
識
に
手
を
合
わ
せ
、
「
南

無
阿
弥
陀
仏
」
と
め
い
福
を
祈
っ
た
。

老
婆
は
半
ば
狂
乱
に
近
い
。
こ
ん
な

現
場
で
所
詮
事
情
聴
取
は
無
理
で
あ

る
。
処
理
を
済
ま
せ
老
婆
宅
に
赴
く
、

そ
こ
は
騒
然
た
る
シ
ゴ
キ
の
場
で
あ

る
。
父
親
は
悲
報
を
聞
き
会
社
か
ら

帰
宅
し
た
ば
か
り
だ
。
台
所
で
土
下

座
す
る
老
婆
に
「
何
ん
で
殺
し
た
、

お
前
が
殺
し
た
、
お
前
も
死
ね
」
と

何
度
も
蹴
り
つ
け
る
。
老
婆
は
蹴
ら

れ
る
た
び
に
転
び
、
や
っ
と
起
き
上

が
り
「
許
し
て
く
れ
！
勘
弁
し
て
く

れ
」
等
と
繰
り
返
し
、
号
泣
し
て
い

る
。
嫁
は
座
敷
に
安
置
さ
れ
た
ば
か

り
の
白
木
の
お
棺
に
す
が
り
、
た
だ

子
供
の
愛
称
を
呼
び
、
シ
ク
シ
ク
と

泣
い
て
い
る
だ
け
で
、
夫
を
制
止
し

よ
う
と
は
し
な
い
。
結
婚
七
年
目
に

し
て
や
っ
と
授
か
っ
た
一
人
っ
子
の

死
が
、
今
や
、
実
母
へ
の
憎
し
み
と
な

っ
た
。
ま
さ
に
血
の
通
っ
た
親
子
と

は
思
え
な
い
悲
劇
で
あ
る
。
家
族
四

人
の
平
和
な
家
庭
が
、
事
故
後
一
ヵ

月
に
し
て
、
親
子
は
別
居
、
老
婆
は

ア
パ
ー
ト
で
独
居
生
活
を
送
る
こ
と

と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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神
　
　
　
社

祭
　
　
　
神

本
　
地
　
仏

　
　
く
ま
　
の
　
に
ま
す

本
官
（
熊
野
坐
神
社
）

素
菱
　
鳴
　
尊

（
ま
た
は
国
常
立
尊
）

阿
弥
陀
如
来

　
　
は
や
た
ま

新
宮
（
速
玉
神
社
）

伊
井
　
諾
　
尊

薬
師
如
来

　
　
ふ
　
す
　
み

那
智
（
夫
須
美
神
社
）

伊
　
弊
　
再
　
尊

観
音
菩
薩

朝
時
代
か
ら
は
庶
民
に
も
広
ま
り
ま

し
た
。

　
普
及
の
理
由
は
平
安
中
期
以
降
浄

土
信
仰
が
高
ま
る
と
と
も
に
熊
野
を

浄
土
と
す
る
考
え
が
強
ま
り
、
こ
れ

に
修
験
（
山
伏
）
が
結
び
つ
い
た
こ
と
、

　
　
　
　
　
　
お
　
し
　
　
　
せ
ん
だ
つ

さ
ら
に
熊
野
の
御
師
や
先
達
（
山
伏
）

が
各
地
を
回
っ
て
信
者
（
檀
那
）
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぴ
　
く
　
に

獲
得
し
た
こ
と
、
ま
た
熊
野
比
丘
尼

の
遊
芸
的
布
教
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
間
熊
野
十
二
所
権
現
が
各

　
　
か
ん
じ
ょ
う

地
に
勧
請
さ
れ
、
あ
る
い
は
既
存
の

山
の
神
と
習
合
し
て
方
々
に
十
二
所
、

十
二
社
、
十
二
神
社
が
生
ま
れ
た
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
「
十
二
」

は
熊
野
十
二
所
権
現
の
十
二
で
す
。

　
十
二
の
中
味
は
、
熊
野
に
祀
ら
れ

た
十
二
神
で
、
一
般
に
天
神
七
代
地

神
五
代
、
つ
ま
り
「
国
常
立
尊
よ
り

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
尊
ま
で
」
（
「
紀

新
成
人
に
繋

　
　
お
聞
き

繋
し
ま
し
た
。

南
遊
嚢
」
）
の
十
二
柱
と
な
っ
て
い
ま

す
。　

熊
野
神
宮
の
影
響
　
松
代
町
や
周

辺
の
十
二
神
社
の
祭
神
が
大
山
砥
の

ほ
か
国
常
立
、
伊
弊
諾
、
伊
葬
再
な

ど
の
諸
神
ど
く
に
天
神
七
代
地
神
五

代
と
な
っ
て
い
る
の
は
熊
野
の
影
響

を
思
わ
せ
ま
す
。
あ
る
十
二
神
社
は

薬
師
十
二
神
将
と
関
係
あ
る
こ
と
は

先
に
述
べ
ま
し
た
。
こ
れ
も
薬
師
如

来
を
本
地
仏
と
す
る
熊
野
新
宮
の
影

響
で
な
い
か
と
私
は
思
い
ま
す
。
熊

野
三
社
の
な
か
で
最
も
勢
力
が
あ
り

最
も
布
教
活
動
し
た
の
が
新
宮
だ
っ

た
か
ら
で
す
．

　
南
魚
の
塩
沢
片
田
に
熊
野
十
二
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う

が
あ
り
、
東
京
都
新
宿
に
十
二
社
と

い
う
所
が
あ
り
ま
す
。
室
町
時
代
熊

野
権
現
が
勧
請
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
成
人
に
な
ら
れ
て
、
ま
た
、
都
会

生
活
等
を
通
じ
て
感
じ
ら
れ
た
こ
と
、

抱
負
・
感
想
は
？
（
要
約
）

《
男
性
〉

o
松
代
に
帰
っ
た
時
が
一
番
落
ち
着

く
。
今
の
仕
事
を
一
生
懸
命
や
っ
て

い
き
た
い
。

　
十
二
神
、
十
二
所
、
十
二
社
、
十

二
神
社
等
は
熊
野
信
仰
伝
播
の
結
果

名
づ
け
ら
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

室野　村山宇一郎氏提供

　
●
ま
と
め

　
山
そ
の
も
の
ま
た
は
山
霊
を
神
と

あ
が
め
、
中
世
、
熊
野
神
社
の
影
響

で
十
二
神
社
な
ど
と
呼
ば
れ
、
と
く

に
明
治
維
新
に
祭
神
を
決
定
し
た
も

の
が
多
い
よ
う
で
す
。
い
ず
れ
に
せ

よ
生
産
と
直
結
し
た
古
い
伝
統
を
持

つ
庶
民
の
お
宮
で
す
。

○
い
つ
も
松
代
に
帰
り
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
松
代
は
生
ま
れ
育
っ
た
ふ

る
さ
と
だ
。

○
都
会
生
活
の
目
ま
ぐ
る
し
さ
に
疲

れ
る
時
が
あ
る
。
そ
ん
な
時
、
田
舎

の
の
ん
び
り
し
た
と
こ
ろ
が
な
つ
か

し
く
な
る
。

○
田
舎
の
自
然
が
最
高
。
　
一
生
田
舎

で
暮
ら
せ
る
人
が
一
番
幸
せ
。

○
給
料
を
も
ら
う
厳
し
さ
を
知
っ
た
。

自
分
で
選
ん
だ
の
だ
か
ら
頑
張
る
。

○
遠
く
に
離
れ
て
初
め
て
松
代
町
が

良
い
町
に
思
え
た
。
町
の
活
性
化
は

町
全
体
が
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

い
問
題
。

○
松
代
町
の
自
然
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

四
季
の
移
り
変
わ
り
の
良
さ
を
も
っ

と
多
く
の
人
に
知
ら
せ
て
ほ
し
い
。

〇
二
十
歳
の
誕
生
日
は
道
路
工
事
現

場
で
迎
え
た
。
舞
台
で
カ
ー
テ
ン
コ

ー
ル
の
拍
手
を
い
た
だ
い
た
時
、
自

分
を
生
み
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感

謝
し
、
生
ま
れ
て
き
て
よ
か
っ
た
と

思
う
。

《
女
性
》

〇
四
季
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
田
舎

が
恋
し
い
。
ど
う
し
て
自
分
は
こ
っ

ち
に
（
都
会
）
に
来
て
し
ま
っ
た
の

だ
ろ
う
。

○
と
て
も
す
ば
ら
し
い
人
達
に
出
会

え
た
。
　
（
あ
る
会
に
入
っ
て
い
る
）

一
度
都
会
生
活
に
慣
れ
る
と
田
舎
に

は
帰
り
に
く
い
。

o
松
代
で
生
ま
れ
育
っ
て
良
か
っ
た
。

松
代
で
の
生
活
の
思
い
出
は
心
の
安

ら
ぎ
に
な
る
。

○
社
会
人
と
な
る
こ
と
の
難
し
さ
を

つ
く
づ
く
感
じ
る
。
今
ま
で
育
て
て

く
れ
た
両
親
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
頑
張
っ
て
行
き
た
い
。

○
町
（
松
代
）
の
人
は
都
会
と
田
舎

と
い
う
こ
と
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
る
と

思
う
。
町
の
良
さ
は
そ
こ
に
住
ん
で

い
る
人
達
が
自
覚
す
べ
き
で
す
。

o
埼
玉
に
い
る
が
、
や
っ
ぱ
り
松
代

は
い
い
な
と
思
う
。
何
回
松
代
に
帰

ろ
う
か
と
思
っ
た
こ
と
か
、
で
も
帰

れ
な
か
っ
た
。

○
帰
る
と
ホ
ッ
と
す
る
が
自
分
の
や

り
た
い
事
が
あ
り
ま
せ
ん
。
骨
休
み
、

気
晴
ら
し
、
家
族
の
顔
を
見
に
帰
る

だ
け
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

o
毎
日
く
　
忙
し
い
苦
し
い
日
々

の
中
で
、
田
舎
が
あ
る
こ
と
が
う
れ

し
い
。

o
松
代
に
い
た
頃
よ
り
人
の
温
か
み

の
無
さ
を
感
じ
る
。

　
三
回
に
わ
た
り
、
新
成
人
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
回
答
を
掲
載
い
た
し
ま

し
た
。

　
過
疎
の
悩
み
が
全
国
的
に
見
ら
れ

る
現
代
で
す
。
そ
の
中
で
松
代
に
生

ま
れ
育
っ
た
若
者
が
、
都
会
の
荒
波

に
揉
ま
れ
な
が
ら
も
着
実
に
成
長
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
成
人
式
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
が

　
　
　
　
　
　
　
　
で
き
ま
し
た
。

　
成
人
式
の
ス
ナ
ッ
プ
写
真
を
申
し

込
ま
れ
た
方
、
写
真
が
で
き
上
が
り

ま
し
た
。
8
月
1
5
日
ま
で
に
総
合
セ

ン
タ
ー
へ
お
い
で
下
さ
い
。

　
料
金
は
一
枚
3
5
円
で
す
。
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防災シ賑ズ⑪
の

今厩．も今夜も

●

　
夏
の
夜
の
風
物
詩
と
し
て
楽
し
ま

れ
て
い
る
花
火
は
我
々
日
本
人
に
と

っ
て
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
の

一
つ
で
す
．

　
し
か
し
、
皆
さ
ん
が
手
軽
に
扱
っ

て
い
る
「
お
も
ち
ゃ
花
火
」
も
、
正

し
い
扱
い
方
を
し
な
い
と
、
火
災
や

や
け
ど
な
ど
の
事
故
を
起
こ
す
こ
と

に
も
な
り
ま
す
。

　
近
頃
の
花
火
は
高
く
飛
ぶ
も
の
や

「
ね
ず
み
花
火
」
の
よ
う
に
地
上
を
は

い
回
る
も
の
も
数
多
く
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
花
火
に
よ
る
火
災
と
し

て
、
高
く
上
が
っ
た
花
火
の
火
の
粉

か
屋
敷
に
落
ち
た
り
、
地
上
を
は
い

回
っ
た
花
火
の
火
の
粉
が
囲
り
の
紙

く
ず
な
ど
に
着
火
し
た
り
し
て
火
災

と
な
っ
た
例
が
数
多
く
み
ら
れ
ま
す

　
花
火
を
楽
し
む
と
き
は
次
の
こ
と

に
注
意
し
ま
し
よ
う
。

☆
安
全
な
場
所
を
選
ぶ

　
●
囲
り
に
紙
く
ず
、
枯
草
な
ど
燃

え
や
す
い
物
が
な
い
か
。

　
●
囲
り
に
石
油
な
ど
の
危
険
物
が

な
い
か
。

　
●
建
物
か
ら
離
れ
て
い
る
か

☆
気
象
状
況
を
考
え
る
（
次
の
よ

う
な
気
象
の
と
き
は
、
花
火
を
止
め

ま
し
ょ
う
。
）

　
●
火
災
警
報
が
出
て
い
る
と
き

　
●
強
い
風
が
ふ
い
て
い
る
と
き
や

異
常
乾
燥
注
意
報
な
ど
が
出
さ
れ
て

い
る
と
き

☆
子
供
だ
け
で
は
遊
ば
せ
な
い

☆
花
火
に
書
い
て
あ
る
遊
び
方
を

よ
く
読
む

☆
花
火
を
ほ
ぐ
し
た
り
た
く
さ
ん

の
花
火
に
］
度
に
火
を
つ
け
た
り
す

る
こ
と
は
や
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
η

　
　
　
　
O
”
．

越，
マ
0

蛛

蝉
蝉
頃

　
，
々
　
　
・

励
瀞づ

辮

　　　　　　　毬　　　　　夢
　　募
晃
　　、㌔　　犠　　ら、　至

☆
水
バ
ケ
ッ
等
を
用
意
す
る

　
●
花
火
を
す
る
際
に
は
必
ず
水
の

入
っ
た
バ
ケ
ツ
等
を
用
意
し
、
点
火

に
使
っ
た
マ
ッ
チ
の
燃
え
か
す
や
花

火
の
燃
え
が
ら
を
入
れ
て
完
全
消
火

し
ま
し
ょ
・
つ
。

ニ
、
、
∀

一

a
勺

’
ワ

鴨
“

のり

∴
殉
．
鵜
・
．

　
へ
．
．
飼

，
媚

★
正
し
く
使
っ
て

楽
し
い
花
火
★

ブラグの差し込みは

　　まっすぐしっかりとノ

差し込みブラグをコンセントに中途半端に差

し込むのは危険です。

必ずまっすぐしっかりと差し込みましょう。

パ
イ
　
餐

パ
チ
リ

　
田
野
倉
老
人
ク
ラ
ブ
の
一
行
十
名

が
六
月
十
四
日
、
松
苧
神
社
へ
登
り

ま
し
た
。
神
様
の
ご
配
慮
か
当
日
の

天
候
は
登
山
日
和
。

　
途
中
何
回
も
休
み
な
が
ら
も
よ
う

や
く
頂
上
へ
．

参
拝
者
名
簿
に
名
前
を
書
い

て
、
御
神
酒
を
い
た
だ
き
ゆ

っ
く
り
時
間
を
過
ご
し
ま
し

た
。
頂
上
か
ら
見
る
景
色
は

素
晴
ら
し
い
で
す
ね
。

　
帰
り
の
下
り
道
は
転
が
り

落
ち
な
い
よ
う
注
意
を
し
て

や
っ
と
駐
車
場
へ
。
皆
、
う

れ
し
か
っ
た
の
か
車
の
中
は

大
賑
わ
い
．

　
（
写
真
提
供

　
　
　
　
室
岡
三
蔵
さ
ん
）
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松
代
町
に
U
タ
ー
ン
し
て
き
た
人

が
、
前
か
ら
こ
の
欄
に
書
い
て
い
た

こ
と
は
知
っ
て
い
た
が
、
い
つ
か
は

自
分
に
回
っ
て
く
る
と
は
思
っ
て
い

た
が
、
ま
さ
か
、
、
こ
ん
な
に
早
く
来

る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
載

る
と
い
う
こ
と
は
、
自
分
も
U
タ
ー

ン
組
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
U
タ

ー
ン
に
つ
い
て
書
く
こ
と
は
そ
ん
な

に
な
い
。
サ
ケ
が
本
能
的
に
自
分
の

生
ま
れ
育
っ
た
川
に
戻
っ
て
く
る
と

い
う
自
然
的
な
感
覚
と
思
っ
て
も
ら

え
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
自
分
に
と
っ

て
松
代
と
い
う
所
が
一
番
住
み
や
す

く
、
心
の
安
ら
ぐ
場
所
な
の
で
あ
る
。

　
さ
て
話
は
変
る
が
、
東
京
で
の
四

年
間
は
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
有
意

義
で
あ
っ
た
し
、
い
ろ
い
ろ
な
体
験

を
与
え
て
く
れ
た
。
昼
は
会
社
員
と

と
し
て
、
夜
は
様
々
な
年
齢
層
の
集

う
夜
間
大
学
の
学
生
と
し
て
、
地
元

（
杉
並
区
阿
佐
ヶ
谷
）
に
帰
れ
ば
、
そ

こ
の
人
々
と
の
交
流
と
、
日
本
じ
ゅ

う
か
ら
集
ま
っ
た
多
種
多
様
の
人
た

ち
と
出
合
う
こ
と
が
で
き
た
。
と
り

わ
け
そ
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
人
を
、

紹
介
し
て
み
た
い
と
思
う
。

P
a
r
t
l
l
大
学
の
教
授
。
最
初

の
授
業
で
「
新
潟
県
出
身
の
人
、
手
を

上
げ
て
み
な
さ
い
。
」
（
自
分
上
げ
る
）

「
新
潟
の
ど
こ
？
。
」
「
十
日
町
の
近

く
の
…
…
あ
の
…
…
東
頸
城
の
松
代

と
い
う
所
で
す
。
」
「
松
代
町
の
ど
こ

？
。
」
「
あ
の
そ
れ
以
上
言
っ
て
も
わ

か
ら
な
い
と
思
う
の
で
す
が
…
。
」

「
い
い
か
ら
」
「
松
代
の
名
平
と
い

う
所
で
す
。
」
「
ほ
う
名
平
で
す
か
。

私
は
寺
田
で
す
。
」
そ
の
時
は
呆
気
に

と
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
ま
さ
か
名
平

を
通
っ
て
山
平
中
学
校
を
卒
業
さ
れ

た
方
に
、
教
わ
る
な
ん
て
思
っ
て
も

み
な
か
っ
た
。
そ
の
教
授
に
優
を
頂

い
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

P
a
r
t
2
1
あ
る
出
版
社
で
ア
ル

バ
イ
ト
を
し
て
い
た
時
、
漫
画
家
の

「
な
く
な
っ
た
っ
て
事
。
」
「
お
前
さ

ん
ど
こ
の
出
身
。
」
「
新
潟
の
松
代
町
」

「
私
、
浦
田
で
松
高
出
身
よ
。
」
と
き

た
。
ま
た
ま
た
あ
然
と
し
て
し
ま
っ

た
。
そ
し
て
毎
晩
の
よ
う
に
、
そ
こ

に
飲
み
に
行
っ
た
こ
と
も
言
う
ま
で

も
な
い
。

P
a
r
t
4
1
同
じ
阿
佐
ケ
谷
の
中

華
料
理
店
で
、
松
代
の
人
が
聞
い
た

ら
誰
で
も
わ
か
る
言
葉
で
、
奥
さ
ん

が
話
し
て
い
る
。
自
分
「
も
し
か
し

「
東
京
で
の
出
会
い
」

名
平菅

井
太

所
に
原
稿
を
取
り
に
行
っ
た
。
後
で

編
集
部
の
人
に
聞
い
た
所
に
よ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
せ
い

そ
の
人
が
松
代
出
身
で
、
姓
が
自
分

と
同
じ
菅
井
で
あ
っ
た
。
仕
事
が
楽

し
く
な
り
、
そ
の
方
の
漫
画
を
全
て

読
ん
だ
事
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。

P
a
r
t
3
1
地
元
、
阿
佐
ヶ
谷
の

カ
ラ
オ
ケ
ス
ナ
ッ
ク
に
友
達
と
飲
み

に
行
っ
た
時
、
い
い
気
分
に
な
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
酒
も
絶
え
た
し
帰
ろ
。
」
と
言
っ
た

と
こ
ろ
、
そ
こ
の
マ
マ
さ
ん
「
絶
え

た
っ
て
何
？
。
」
（
自
分
は
標
準
語
と

思
っ
て
い
た
の
に
シ
ョ
ッ
ク
だ
っ
た
）

　
　
灘
ー

た
ら
十
日
町
の
近
く
の
ご
出
身
で
は

な
い
で
す
か
。
」
と
恐
る
恐
る
。
「
え

っ
ー
、
な
ー
し
て
わ
か
る
が
、
お
ら

松
代
の
室
野
そ
ー
。
」
こ
れ
ま
た
驚
き
。

ご
主
人
も
松
代
で
、
話
を
聞
く
と
叔

父
と
同
級
生
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
。　

そ
こ
に
も
毎
晩
の
よ
う
に
学
校
の

帰
り
道
、
飯
と
松
代
弁
を
聞
き
に
、

行
っ
た
こ
と
も
…
…
。
そ
こ
の
み
そ

ラ
ー
メ
ン
と
ギ
ョ
ー
ザ
は
格
別
で
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　
以
上
、
松
代
出
身
の
方
々
で
あ
る

が
、
東
京
と
い
う
大
海
原
で
、
こ
ん

な
に
偶
然
に
も
出
合
う
こ
と
が
で
き

た
。
ま
っ
た
く
不
思
議
で
恵
ま
れ
て

い
た
と
思
う
。
つ
く
づ
く
世
間
と
は

広
い
よ
う
で
狭
い
も
の
と
感
じ
た
。

自
分
に
と
っ
て
松
代
も
故
郷
、
東
京

も
第
二
の
故
郷
と
感
じ
ら
れ
る
の
で

あ
る
。

　
最
後
に
も
う
一
人
、
そ
の
人
は
同

じ
職
場
の
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
先
輩

で
、
大
学
で
は
東
洋
哲
学
を
学
ば
れ

て
い
て
、
自
分
が
少
し
で
も
そ
の
人

に
近
付
け
た
な
ら
と
思
う
人
で
、
次

郎
物
語
の
自
分
が
次
郎
で
あ
っ
た
な

ら
、
そ
の
父
親
か
朝
倉
先
生
の
よ
う

な
人
で
抱
擁
力
が
あ
り
暖
か
味
が
あ

り
庶
民
的
な
、
か
つ
そ
の
上
に
立
ち

指
導
力
を
発
揮
で
き
る
と
い
っ
た
人

　
現
在
自
分
が
尊
敬
す
る
そ
の
方
が

出
ら
れ
た
大
学
の
学
生
に
学
び
共
に

語
れ
る
立
場
に
い
ら
れ
る
こ
と
を
心

か
ら
感
謝
す
る
次
第
で
す
。

　
今
、
東
京
が
故
郷
と
い
う
人
が
増

え
て
い
る
。
少
し
で
も
そ
の
人
た
ち

に
田
舎
の
よ
さ
を
理
解
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
松
代
が
第
二
の
故
郷
と
言

え
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
た
い
と

思
う
。

で
、
と
て
も
す
ば
ら
し
い
人
で
し
た
。
｝

「、　一
●　　　　●

傷　　吻
L

㎜1

蝋響鞭粥糖核器松　傑三果桀葬鞍籍　r「
戸
籍
の
窓
ロ

六
月
受
付
分

幸
せ
多
い
人
生
を
（
結
婚
）

鈴
木
昌
宏
・
鈴
木
久
美
子

　
　
　
　
（
松
代
・
松
代
印
刷
所
）

げ
ん
き
な
よ
い
子
に
（
出
生
）

五
十
嵐
里
花
父
保
母
郁
子

　
　
　
（
長
女
　
松
代
　
原
田
屋
）

光
男
　
父
好
平
　
母
愛
子

　
（
三
男
　
松
代
　
常
七
）

康
彦
　
父
清
彦
　
母
央
子

　
（
長
男
　
松
代
　
清
屋
）

睦
美
　
父
　
武
　
母
千
代
子

　
（
長
女
　
犬
伏
　
佐
円
）

ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
（
死
亡
）

齋
木
芳
太
郎
　
7
4
歳
　
松
代
　
善
八

　
．
畠
一
一
一
冒
．
畠
＝
一
一
▲
＝
＝
7
含
3
一
冒
・
畠
一
剛
＝
7
島
一
＝
冒
ム
一
一
＝
7
一
一
一
一
一
－
・
亀
3
一
7
扁
一
一
一
－
｝
ム
一
一
＝
マ
畠
＝
一
甲

今
月
の
表
紙

　
松
代
小
学
校
裏
が
毎
日
子
供
た
ち

の
声
で
賑
や
か
で
す
。
校
区
内
の
父

兄
の
手
で
素
晴
ら
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
場
が
で
き
上
が
り
ま

し
た
。
元
気
一
杯
遊
ぶ
子
供
の
声
は

や
っ
ぱ
り
イ
イ
デ
ス
ネ
！
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．

　
　
　
　
　
　
一
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一
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誕

芸

　
　
　
　
　
　
　
の
ず

　
　
　
　
　
　
　
旗
心

　
　
　
　
　
　
　
ロ
ロ
ヘ

　
　
　
　
　
　
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
’
．

松
之
山
郷
俳
句
大
会

　
　
六
月
十
四
日
於
室
野
命
旅
館

　
　
　
　
　
こ
ろ
も
が
え

　
兼
題
更
衣
・
菖
蒲

水
ゆ
た
か
菖
蒲
ゆ
た
か
に
大
藁
屋

菖
蒲
湯
の
も
て
な
し
嬉
し
妻
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昌
　
弘

手
入
れ
よ
き
田
の
水
口
に
花
菖
蒲

花
菖
蒲
水
鏡
し
て
競
い
咲
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
去
　
水

年
古
り
し
母
の
形
見
や
更
衣

谷
よ
り
の
落
と
し
水
あ
り
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
　
花

更
衣
風
通
し
よ
き
バ
ス
に
あ
り

咲
き
初
め
し
か
き
つ
ば
た
先
ず
仏
壇

に
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
水

花
菖
蒲
此
処
は
雪
解
け
早
き
と
こ

子
の
手
足
伸
び
て
嬉
し
や
更
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
紅
　
茶

城
山
よ
り
見
お
ろ
し
眺
む
菖
蒲
園

池
の
端
水
に
う
つ
り
て
あ
や
め
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
根

石
坂
の
地
蔵
頭
巾
も
更
衣

菖
蒲
園
草
と
る
人
も
小
さ
く
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
喜
　
沙

偲
ば
る
・
屋
敷
跡
な
り
花
菖
蒲

華
や
か
に
事
務
の
娘
の
更
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

一
叢
の
あ
や
め
育
て
る
田
尻
か
な

花
近
し
草
引
き
水
引
き
菖
蒲
園

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡

日
帰
り
の
湯
治
仲
間
や
更
衣

楽
し
み
は
十
二
種
類
の
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
つ
ぽ

花
菖
蒲
九
谷
の
壷
に
落
ち
着
け
り

　
　
は
　
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
　
し

更
衣
亡
母
の
形
見
の
似
合
う
年
齢

鯉
は
ね
る
城
山
の
池
花
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
元

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

衣
が
え
世
の
な
ら
わ
し
と
心
得
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀞
舟

無
器
用
に
活
け
し
菖
蒲
の
品
の
よ
さ

米
山
も
み
ど
り
色
増
し
こ
ろ
も
が
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
世
香

更
衣
さ
や
け
く
も
あ
り
今
朝
の
空

菖
蒲
湯
に
ひ
た
る
老
父
の
笑
顔
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
千
登
世

連
れ
だ
ち
て
行
く
若
者
等
更
衣

白
菖
蒲
真
白
き
蝶
の
舞
い
遊
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

あ
や
め
咲
く
農
捨
て
去
り
し
住
居
祉

　
　
　
　
つ
た
な

世
渡
り
を
拙
く
生
き
て
更
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

庖
瘡
の
痕
の
ぞ
か
せ
て
更
衣

湧
き
水
に
湯
呑
も
あ
り
て
あ
や
め
咲

く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐵
　
堂

こ
の
腕
の
白
き
少
女
の
更
衣

更
衣
し
て
田
休
み
の
妻
の
唄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
爽
　
風

衣
更
え
て
旅
路
の
膝
の
薄
さ
か
な

衣
更
し
て
気
に
か
か
る
帯
の
位
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
さ
女

更
衣
孫
も
近
々
来
る
と
言
う

雑
草
に
迷
い
な
く
し
て
伸
ぶ
あ
や
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
日

朝
刊
を
鳥
肌
で
読
む
更
衣

防
虫
の
匂
い
を
か
い
で
更
衣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
折
　
人

　
　
　
　
　
　
す
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ぐ
ら

衣
更
え
て
世
を
拗
ね
て
き
し
大
胡
座

寡
婦
ひ
と
り
黄
あ
や
め
残
し
村
を
去

る
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
峰

短
歌
　
山
の
春

　
　
　
　
　
　
　
草
野
和
作

渋
海
川
岸
の
柳
も
芽
ぶ
き
初
め
つ
く

　
　
ず

し
の
頭
を
見
す
道
は
た
め
し
き

過
疎
地
な
れ
ど
春
は
よ
け
れ
た
ん
ぽ

ぽ
の
花
き
ら
め
け
る
朝
の
勤
め
路

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぶ
な

北
国
の
冬
長
け
れ
ば
春
待
ち
て
撫
の

林
の
山
菜
を
取
る

雨
晴
れ
て
撫
の
緑
の
み
ず
み
ず
し
沢

の
ぜ
ん
ま
い
わ
れ
を
呼
ぶ
ご
と

ぜ
ん
ま
い
を
取
り
お
え
沢
の
水
を
飲

む
け
も
の
の
ご
と
く
わ
が
腹
ば
い
て

小
枝
よ
り
小
枝
に
つ
か
ま
り
ぜ
ん
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
ら

い
を
取
り
ゆ
く
吾
は
も
猿
の
よ
う
に
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園
芸
一
ロ
メ
モ

”
松
代
園
芸
愛
好
会
”

野
縫
咲
嚢
花

　
　
　
謎
灘
離
蕊

　
ア
ザ
ミ
の
仲
間
は
種
類
が
多
い
の

で
す
が
、
そ
の
仲
間
で
い
ち
ば
ん
早

く
、
晩
春
に
花
が
咲
く
多
年
草
で
す
。

　
花
の
つ
け
根
の
ふ
く
ら
み
の
部
分

や
、
つ
ぼ
み
に
さ
わ
る
と
べ
た
べ
た

し
て
、
粘
着
性
が
あ
る
の
が
大
き
な

特
徴
で
す
。
葉
は
ぎ
ざ
ぎ
ざ
し
て
鋭

く
と
が
り
、
へ
り
に
は
た
く
さ
ん
の

ヤ
　
　
　
　
ヤ

と
げ
が
あ
り
、
茎
は
直
立
し
て
、
そ

の
枝
の
頂
上
に
直
径
三
セ
ン
チ
ぐ
ら

い
の
紅
葉
色
の
花
を
つ
け
ま
す
。

　
　
お
い
し
い
食
べ
方

　
天
ぷ
ら
、
ご
ま
あ
え
、
ク
ル
ミ
あ

え
、
か
ら
し
あ
え
、
油
い
た
め
、
き

ん
ぴ
ら
等
で
す
。
薬
と
し
て
の
使
い

方
は
、
充
実
し
た
秋
の
根
を
採
取
し

天
日
で
充
分
乾
燥
し
て
使
い
ま
す
。

　
婦
人
病
・
鼻
血
、
痔
出
血
等
に
効

が
あ
り
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
き

　
ア
ザ
ミ
と
は
「
浅
む
」
（
驚
き
呆
れ

る
）
か
ら
の
変
化
で
、
　
「
葉
に
と
げ

が
あ
っ
て
驚
き
呆
れ
る
ほ
ど
痛
い
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
　
　
ヤ

の
意
味
で
す
。
山
歩
き
で
の
ど
が
か

わ
い
た
と
き
、
皮
を
む
い
て
、
な
ま

の
ま
ま
か
じ
る
と
水
気
が
あ
っ
て
お

い
し
い
も
の
で
す
。

＼気，’欝
　　ド＼

＼
曳

タ
、
＼

簿
よ

グ
ァ

、
馨
』

　　　　　　 ＼ミ＼＿＿

　　　　　亀　　　舞

募炉
ノ尽ミ織気
発』薄

き

　　く
花草

　　科期丈

春10
～㎝
夏～
（1
4拠
月
～

6
月

）


